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	背景�地球内部のマントル層は、熱対流をしていることが分かっている。この熱対流が、地球の熱循環や地震など、様々な現象の原動力になっている。�これまでのマントル対流のシミュレーションは、運動方程式の慣性項を無視し、また非圧縮性を仮定して陰的に解く方法が一般的であった。しかし�この方法は大規模な並列計算に不利であり、また粘性の空間変化が大きい場合への対応が困難である事が欠点として挙げられる。� �概要�本研究では、マントル対流を「陽解法」で解けるような定式化をした�　１　慣性項を大きくしてレイノルズ数・マッハ数を大きくし、タイムステップを大きくする　�　２　粘性と熱伝導率を同時に調整することで、流れの性質を変えずに時間進化を加速する�　３　慣性項を粘性に依存させることで、系のレイノルズ数の幅を圧縮し計算を加速する

